様式１（単体企業用）
一般競争入札参加資格確認申請書

令和　　年　　月　　日

高知市上下水道事業管理者  様

申請者の住所　　　　
商号及び代表者氏名　
　　
申請書作成担当者氏名
（電話番号）
（FAX番号）
（E-mail）
  
下記１の入札に参加したいので、下記２の書類を添えて申請します。
なお、入札公告及び市が入札に関して定める規定を遵守するとともに、この申請書のすべての記載事項及び添付書類の内容については事実と相違なく、また、入札参加資格要件を満たしていることを誓約します。

記

１　入札の業務等の名称（令和８年６月15日公告）
　　　久万雨水ポンプ場実施設計委託業務（Ｒ８－１）

２　添付書類
⑴　同種業務の履行実績調書（様式２）
⑵　配置予定技術者状況調書（様式３）
⑶　○○○○登録規程により「○○」部門の登録を受けている証明の写し
⑷　地質調査業者登録規程の登録を受けている証明の写し
⑸　企業の評価項目一覧表（様式４）
⑹　高知市内に契約可能な営業拠点（契約権限を委任した営業所）を設置している証明の写し　
（※高知市内に本社又は本店のない者のみ）
⑺　様式４の挙証資料
　　ア　○○○○
　　イ　○○○○
⑻　配置予定技術者の評価項目一覧表（様式５）
⑼　様式５の挙証資料
　　ア　○○○○
　　イ　○○○○
⑽　開札後の低入札価格調査制度による低入札価格調査（失格調査及び低入札調査）の実施について（※以下のいずれかを選択し、不要な項目は削除してください。）
	○低入札価格調査の調査対象となった場合は、低入札価格調査を実施してください。
○低入札価格調査の調査対象となった場合は、低入札価格調査を辞退します。



（注）１　メールアドレスには、既に市に届け出たものを記載すること。
２　⑽について、選択がない又は不明な場合は、低入札調査を辞退するものとする。なお、低入札価格調査の実施については、低入札価格調査制度に基づく低入札調査資料の提出期限内であれば、辞退を申し出ることができること（このときは、指名停止を伴わない。）
様式４
企業の評価項目一覧表
	会社名
	



	評価項目
	審査の
有無
	評価の自己申告

	
	
	件数等
	評価点

	同種業務の実績の有無
	有
	無
	実績　○件
	　　点

	同一業種業務の成績評定
	有
	無
	○○.○点
	点

	直近の成績評定の最低点
	有
	無
	○○.○点
	点

	地理的条件（営業拠点）
	有
	無
	主たる営業拠点
	　　点

	災害時の応急対策活動に関する協定の締結
	有
	無
	災害協定
○○協会
	点

	高知市消防団協力事業所の認定の状況
	有
	無
	消防団協力事業所表示制度の認定
	点

	地域ボランティア活動の実績
	有
	無
	地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動回数　○回
	点

	若手・女性技術者の雇用
	有
	無
	41歳未満（女性）の管理技術者になり得る者
	点

	障害者雇用対策の実績
	有
	無
	障害者の常時雇用
	点

	男女共同参画の推進に関する表彰又はワーク・ライフバランス等の推進に関する認定等
	有
	無
	高知市男女共同参画条例に基づく表彰(市表彰)／次世代育成支援対策推進法又は女性活躍推進法に基づく認定／高知県ワークライフバランス推進企業認証制度要綱に基づく認証
	点

	指名停止の状況
	有
	無
	指名停止
	点

	計
	点


※入札参加申請等での提出にあたってはこの項目及び（注）以下の記載は削除して差し支えない。別に定める場合を除き、他の様式も同様とする。
（注）
１　評価項目のうち、審査を求める項目には「有」に、審査を求めない項目については「無」に○印をつけること。
２　公告に示すところにより、自らの申請内容に関する評価点を一覧表の評価点欄に記載すること。なお、「件数等」欄は、様式記載の記入例を参考に自社の申告内容を簡単明瞭に記載すること。
３ 各評価項目の評価点及び評価点の合計欄には、換算前の点数を記載すること。
４　審査を受ける項目について、企業の評価に関する事項の挙証資料を、事後審査方式によらない場合にあっては入札参加申請の際にこれを添付して提出し、事後審査方式による場合にあっては、落札候補者となり事後審査の挙証資料を提出する際に追加提出すること。
５　申請内容に対する挙証資料の不足等で確認できない場合は、該当項目の加点を行わない。なお、成績評定において、提出した挙証資料に不備がある等の場合には、評価点を０点とする。
６　自己申告について、虚偽の記載をしたことが判明した場合（悪意によるものに限る。）には、失格とするとともに、指名停止の措置を行うことがある。

様式５

配置予定技術者の評価項目一覧表
	会社名
	○○株式会社

	技術者職・氏名
	管理技術者　○○　○○



	評価項目
	審査の
有無
	評価の申告

	
	
	件数等
	評価点

	技術者資格
	有
	無
	技術士
	点

	継続学習制度（ＣＰＤ）の取組
	有
	無
	○○単位
	点

	同種業務への従事実績の有無
	有
	無
	従事実績　○件
	点

	手持ち業務量
	有
	無
	○件
	点

	従事した同一業種業務の成績評定
	有
	無
	○○．○点
	点

	直近の成績評定の最低点
	有
	無
	○○.○点
	点

	計
	点




（注）
１　配置予定技術者を複数届け出る場合は、届け出る技術者ごとにこの一覧表を作成すること。
２　評価項目のうち、審査を求める項目には「有」に、審査を求めない項目には「無」に丸印をつけること。
３　公告に示すところにより、自らの申請内容に関する評価点を一覧表の評価点欄に記載すること。なお、「件数等」欄　
は、様式記載の記入例を参考に自社の申告内容を簡単明瞭に記載すること。
４　各評価項目の評価点及び評価点の合計欄には、換算前の点数を記載すること。
５　審査を受ける項目について、配置予定技術者の評価に関する事項の挙証資料を、追加提出すること。事後審査方式によらない場合にあっては入札参加申請の際にこれを添付して提出し、事後審査方式による場合にあっては、落札候補者となり事後審査の挙証資料を提出する際に追加提出すること。
６　申請内容に対する挙証資料の不足等で確認できない場合は、該当項目の加点を行わない。なお、成績評定において、提出した挙証資料に不備がある等の場合には、評価点０点とする。
７　自己申告について、虚偽の記載をしたことが判明した場合（悪意によるものに限る。）には、失格とするとともに、
指名停止の措置を行うことがある。







様式５

配置予定技術者の評価項目一覧表
	会社名
	○○株式会社

	技術者職・氏名
	建築担当技術者　○○　○○



	評価項目
	審査の
有無
	評価の申告

	
	
	件数等
	評価点

	技術者資格
	有
	無
	技術士
	点

	継続学習制度（ＣＰＤ）の取組
	有
	無
	○○単位
	点

	同種業務への従事実績の有無
	有
	無
	従事実績　○件
	点

	手持ち業務量
	有
	無
	○件
	点

	従事した同一業種業務の成績評定
	有
	無
	○○．○点
	点

	直近の成績評定の最低点
	有
	無
	○○.○点
	点

	計
	点


[bookmark: _GoBack]

（注）
１　配置予定技術者を複数届け出る場合は、届け出る技術者ごとにこの一覧表を作成すること。
２　評価項目のうち、審査を求める項目には「有」に、審査を求めない項目には「無」に丸印をつけること。
３　公告に示すところにより、自らの申請内容に関する評価点を一覧表の評価点欄に記載すること。なお、「件数等」欄　
は、様式記載の記入例を参考に自社の申告内容を簡単明瞭に記載すること。
４　各評価項目の評価点及び評価点の合計欄には、換算前の点数を記載すること。
５　審査を受ける項目について、配置予定技術者の評価に関する事項の挙証資料を、追加提出すること。事後審査方式によらない場合にあっては入札参加申請の際にこれを添付して提出し、事後審査方式による場合にあっては、落札候補者となり事後審査の挙証資料を提出する際に追加提出すること。
６　申請内容に対する挙証資料の不足等で確認できない場合は、該当項目の加点を行わない。なお、成績評定において、提出した挙証資料に不備がある等の場合には、評価点０点とする。
７　自己申告について、虚偽の記載をしたことが判明した場合（悪意によるものに限る。）には、失格とするとともに、
指名停止の措置を行うことがある。







様式５

配置予定技術者の評価項目一覧表
	会社名
	○○株式会社

	技術者職・氏名
	照査技術者　○○　○○



	評価項目
	審査の
有無
	評価の申告

	
	
	件数等
	評価点

	技術者資格
	有
	無
	技術士
	点

	継続学習制度（ＣＰＤ）の取組
	有
	無
	○○単位
	点

	同種業務への従事実績の有無
	有
	無
	従事実績　○件
	点

	手持ち業務量
	有
	無
	○件
	点

	従事した同一業種業務の成績評定
	有
	無
	○○．○点
	点

	直近の成績評定の最低点
	有
	無
	○○.○点
	点

	計
	点




（注）
１　配置予定技術者を複数届け出る場合は、届け出る技術者ごとにこの一覧表を作成すること。
２　評価項目のうち、審査を求める項目には「有」に、審査を求めない項目には「無」に丸印をつけること。
３　公告に示すところにより、自らの申請内容に関する評価点を一覧表の評価点欄に記載すること。なお、「件数等」欄　
は、様式記載の記入例を参考に自社の申告内容を簡単明瞭に記載すること。
４　各評価項目の評価点及び評価点の合計欄には、換算前の点数を記載すること。
５　審査を受ける項目について、配置予定技術者の評価に関する事項の挙証資料を、追加提出すること。事後審査方式によらない場合にあっては入札参加申請の際にこれを添付して提出し、事後審査方式による場合にあっては、落札候補者となり事後審査の挙証資料を提出する際に追加提出すること。
６　申請内容に対する挙証資料の不足等で確認できない場合は、該当項目の加点を行わない。なお、成績評定において、提出した挙証資料に不備がある等の場合には、評価点０点とする。
７　自己申告について、虚偽の記載をしたことが判明した場合（悪意によるものに限る。）には、失格とするとともに、
指名停止の措置を行うことがある。







